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１．はじめに	
（１）背景と目的	
	 国連教育科学文化機関（以下ユネスコ）は 2015 年
に、国際的な価値をもつ地質遺産を保護・保全しな
がら地域の教育や経済活動に生かすことで、持続可
能な開発を目指すジオパークを、その正式事業とし
た。ユネスコは「ジオパークは地質のみを対象とす
るのではなく、地質遺産を中核としながらあらゆる
地域の資産を包括的に扱う」と謳っており、地域の
地質遺産と自然遺産、文化遺産、無形遺産などの各
資産に関係を持たせる重要性が強調されている。	
	 ジオパークは、ユネスコが手掛ける自然保護の取
り組みである世界自然遺産やエコパークと大きく異
なる点として、地域住民の参画性が挙げられる。ジ
オパークでは、地域住民が中心となって地質遺産と
地域の各資産を結びつけて行うジオツーリズムの実
施がクライテリアの１つになっており、地域住民に
よるジオパークの積極的な活用が必要不可欠である。	
	 しかし、ユネスコでジオパークをプログラム化す
る議論が始まった 1999 年の公式資料では、ジオパー
クの目的は「際立って重要な地質的特徴をもつ地域
の保護と開発のために国際的なネットワークを広げ
る」こととされており、地域住民に言及されていな
い。ジオパークがユネスコの正式事業となるまでは
多くの組織が関与してきており、そうした変化の中
で、ジオパークの趣旨および地域住民に関する議論
がどのように変化し、それが地域住民によるジオパ
ーク活動にどのような影響をおよぼしているかをみ
た研究はなく、事業の理念と実態の関係や課題につ
いて整理・検討されているとは言いがたい。	
	 本研究は、地域住民とジオパークの関わりについ
て、国内外での議論や検討内容を整理した上で、具
体のジオパークにおける実態と課題およびその要因
を明らかにし、今後の提言を行うことを目的とする。	
（２）方法 
①ユネスコ公式資料を中心とする文献研究によって、
ジオパークの国際的および日本国内における議論や
検討における地域住民への期待の変遷を、運営主体
と目的を踏まえて整理する。	
②室戸ユネスコ世界ジオパーク（以下室戸ジオパー
ク）を対象とし、ジオサイトの指定の変遷や公式ジ
オツーリズムを運営する 3 団体に聞き取り調査をす
ることで、地域住民のジオパークに対する姿勢や関
わり方の可能性を明らかにする。	
（３）研究の対象地 
 日本国内のユネスコ世界ジオパークのうち、運営自
治体が単数であること、国が認める地域の資産の重
層性、公式のジオツーリズム実施団体が複数存在す
ることから、室戸ジオパークを選定した（表 1）。	
	 			 表 1. 日本国内のユネスコ世界ジオパーク比較表 
	
	
（４）章構成 
	 本研究は、第二章および第三章では、各種行政資
料からそれぞれ、国際的なジオパークの運営と日本
国内におけるジオパークの運営に関する変遷を把
握・整理した。第四章では、文献調査から室戸を対
象に、ジオパークの概要と変遷を把握したうえで、
ジオサイトの特徴を、GIS を用いて把握した。第五章
では、文献調査およびヒアリング調査から、住民活
動の実態を把握した。第六章では、国内外のジオパ
ークの変遷と室戸での実態との関係を考察した。	
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